
第６章　担いあうまちづくり

第１節　協働のまちづくりの推進

主要な施策

Ⅰ　協働の仕組みの構築

１　市民参画の場の整備

Ⅱ　まちづくり活動の推進

１　多彩なまちづくり活動の支援

Ⅲ　協働のまちづくりを支える情報の公開と共有

１　情報提供と広聴広報活動の充実

【主な施策の主要事業】

24 25 26 27

Ⅰ　協働の仕組みの構築

１　市民参画の場の整備

● ● ● ●

Ⅱ　まちづくり活動の推進

１　多彩なまちづくり活動の支援

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

第６章第１節の４年間の事業費（単位：百万円）

年度 24年度 25年度 26年度 27年度 合計

845

主な
施策

基本
的な
方向

主要事業
事業計画年度

事業内容等

211 212 212

市民自治推進委員会経費
◇市民自治推進委員会が行う市民を対象とした市民自治フォーラムの開催等を支
援します。

登別市連合町内会助成事業

◇登別市連合町内会の活動を支援します。
◇登別市連合町内会は、登別温泉地区、登別地区、鉄南地区、札内・来馬地区、
　中央地区、幌別西地区、青葉地区、富岸地区、新生地区、鷲別地区、美園・若
　草地区の各地区連合町内会で構成

◇市民憲章の周知を図り、豊かな郷土づくりを推進する「登別市民憲章推進協議
　会」の活動を支援します。

町内会運営費助成事業

◇地域の発展を目的に活動する町内会、町会、自治会の運営を支援します。
◇助成金は、地域の美化清掃をはじめ、敬老会や祭典、新年会、防犯灯・会館の
　維持管理などに利用します。
◇助成対象町内会：９５町内会等(単位町内会９４、地区連合町内会１)

コミュニティ助成事業補助金
◇財団法人自治総合センターのコミュニティ助成事業を活用し、コミュニティ組
  織への支援を行います。

登別市民憲章推進協議会助成金

金額 210
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24 25 26 27

● ● ● ●

Ⅲ　協働のまちづくりを支える情報の公開と共有

１　情報提供と広聴広報活動の充実

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

●

のぼりべつ・クリーン＆フレッシュ事業
◇個人のグループや企業・各種団体が道路や公園・広場、河川の里親になり、ボ
  ランティアで清掃美化活動を行うアダプトプログラムの推進します。

公式ホームページリニューアル（ＣＭ
Ｓ）導入事業

◇見やすく分かりやすいホームページを実現するため、現ホームページの全面リ
　ニューアルを実施します。

広報等経費

◇市広報紙の発行(月１回)、西いぶり生活情報メール配信システム(随時)の実施
◇室蘭まちづくり放送株式会社（ＦＭびゅ～）の放送枠購入による、行政情報や
　暮らしに役立つ情報、イベント情報や防災情報などの放送
◇地区懇談会の開催(年１回)、市長室フリータイムの開催(年３回)
◇市民見学会の開催(年１回)、三市合同施設見学会の開催(年１回)　など

ネットワークセキュリティ強化事業

◇セキュリティ強化のため実施しているファイルサーバの構築や運用、ネットワ
　ーク機器の二重化など、これらに使用する機器の維持管理や年次的な更新を実
　施します。
◇東日本大震災を踏まえ、より安全な場所での各種行政データのバックアップを
　行います。

西いぶり広域連合共同電算化事業負担金
◇西いぶり広域連合と３市１町（登別市・室蘭市・伊達市・壮瞥町）の共同電算
　システムに係る事業負担金です。

事業内容等

◇電子自治体の実現に向けて構築した各種システムの共通基盤や市町村電子申請
  システムを北海道と道内市町村が共同で運用します。

◇総合計画に掲げた事業達成状況の把握や市民ニーズを把握するため、概ね３年
　間隔で市民ニーズアンケート調査を行います。
◇アンケート調査対象：３，５００人を予定

◇職員の情報セキュリティに対する意識向上や知識習得に向けて、ｅラーニング
　の実施や指導・啓蒙を行います。

主な
施策

基本
的な
方向

主要事業
事業計画年度

北海道電子自治体共同システム運用事業

情報セキュリティ強化事業

市民ニーズアンケート調査事業
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第６章　担いあうまちづくり

第２節　交流によるまちづくりの推進

主要な施策

Ⅰ　国内における交流の場と機会の拡大

１　国内の様々な地域との交流の推進

Ⅱ　海外との交流の場と機会の拡大

１　地域国際化の推進

Ⅲ　定住の地を求める人の勧誘と定住支援

１　移住・定住の受入体制の充実

２　人口流出の阻止・都市機能の充実

【主な施策の主要事業】

24 25 26 27

Ⅰ　国内における交流の場と機会の拡大

１　国内の様々な地域との交流の推進

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

金額

26年度 27年度 合計

13

◇広域的なまちづくりを進めるため、西胆振の市町で構成される期成会において
  、社会基盤整備を図ります。

登別・白石・海老名友好交流事業 ◇白石市、海老名市との各種交流事業を調整し、参加します。

40

主要事業
事業計画年度

事業内容等

9 9 9

◇登別市にゆかりのある方などに「登別市ふるさと大使」（通称：鬼大使）を委
　嘱し、さまざまな機会に登別市を宣伝していただきます。

札幌のぼりべつ会交流事業
◇札幌圏在住の登別市出身者やゆかりのある方などで構成される「札幌のぼりべ
　つ会」の活動を支援します。
◇総会、懇親会、交流プラザ等の開催回数：年１～２回を予定

姉妹都市交流推進協議会補助金 ◇白石市、海老名市との交流事業を行っている協会に対して補助金を交付します｡

東京登別げんきかい交流事業

◇首都圏などに在住する登別市出身者やゆかりのある方で構成される『東京登別
　げんきかい』の活動を支援します。
◇夏のイベントの開催回数：年１回を予定
◇情報交換会・総会の開催回数：年１回を予定

第６章第２節の４年間の事業費（単位：百万円）

年度 24年度 25年度

室蘭地方総合開発期成会負担金

主な
施策

基本
的な
方向

登別市ふるさと大使事業
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24 25 26 27

Ⅱ　海外との交流の場と機会の拡大

１　地域国際化の推進

● ● ● ●

● ● ● ●

●

● ● ● ●

● ● ● ●

Ⅲ　定住の地を求める人の勧誘と定住支援

１　移住・定住の受入体制の充実

● ● ● ●

２　人口流出の阻止・都市機能の充実

● ● ● ●定住自立圏の形成
◇定住自立圏形成協定を締結した室蘭市や、定住自立圏構成市町と役割を分担し､
　連携しながら、都市機能の構築・充実を図ります。

登別市・広州市友好都市提携
◇友好交流促進都市として交流を深めてきた広州市と友好都市を提携します。
　こに合わせ、広州市における協定調印式に公式訪問団及び市民訪問団を派遣し､
　両市間の更なる友好交流を推進します。

市民のホスピタリティの醸成
◇外国人観光客が快適に滞在しやすいまちづくりを進め、市民のホスピタリティ
　精神の醸成に努めます。

登別市デンマーク友好都市中学生派遣交
流事業

◇登別市の中学生を友好都市であるデンマーク王国ファボー・ミッドフュン市に
　派遣し、異国の生活や文化を体験させることにより、生徒の人間性を豊かにす
　るとともに、ファボー・ミッドフュン市との更なる友好交流を推進します。
◇派遣生徒数：市内中学生８人、明日中等教育学校前期課程１名の計９名
◇研修回数：事前研修１０回、事後研修３回の計１３回開催

事業計画年度
事業内容等

移住促進事業
◇北海道移住促進協議会に加盟し、他市町村と連携のうえ北海道の魅力発信に努
　めるとともに、登別市移住情報パンフレットを作成するほか、移住体験事業等
　を実施します。

自治体職員協力交流事業
◇国際協力の取り組みを一層推進するため、海外の地方自治体などの職員を「協
　力交流研修員」として受け入れ、地方自治のノウハウを習得させるとともに、
　研修員と市民、職員との交流を通して、地域の国際化を図ります。

国際交流推進事業
◇登別市の国際交流を推進するため、国際交流団体等と連携し、国際理解を深め
　るための事業や友好都市を提携している海外都市との交流事業を実施します。

主な
施策

基本
的な
方向

主要事業
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